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ＪＲ連合は「公益財団法人オイス
カ」の法人会員となって 20 年が経過
した節目にあたり、この間の活動への
協力に対して感謝状をいただいた。 
 オイスカは国内外で人材育成や環
境保全、農山漁村の振興などの社会貢
献活動を展開している組織であり、多
くの労組や企業が協力している。 
ＪＲ連合は労働組合の社会的な役割、地域を支えるＪＲ

産業の特性を踏まえて 2004年にオイスカ会員に登録し、
組合員の参加によるボランティア活動を推進してきた。 
2004年、2006年にアジア地域における子どもたちによる持続的

な森づくりを進める「子どもの森」計画のタイ派遣チームへの参
加を皮切りに、2007年より広域の病害虫被害を受けた富士山麓の

森の再生に取り組む「富士山の森づくり」
に毎年参加して植林や保全活動を継続し
ているほか、オイスカ山梨県支部の仲介に
より、2008年度からは過疎化が進む山梨県
早川町において地域住民との交流を通じ
た活性化活動にも取り組んでいる。 
このほか、単組においても、ジェイアー

ル・イーストユニオンを中心に東日本大震
災で被災した宮城県名取市の海岸林再生
プロジェクトに参加しているほか、ＪＲ西
労組、ＪＲ四国労組、ＪＲ九州労
組では海外からの農業などの技
能実習生を受け入れる研修セン

ターの行事への参加やフィリピンの植林ボランティア
などの活動に積極的に協力しているところである。 
この機会にあらためてＪＲ連合の社会的な使命や役割を自覚

し、引き続きオイスカと連携したボランティア活動に積極的に参
画するとともに、労働組合の有用性を発信していきたい。 
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